
保育所白組（1歳児）
・杉本和詩さん
・田川楓愛さん
・草野米太郎さん

・寒作実采さん
・小野桃百佳さん
・阪本結月さん

かず し

ふ あ

よね た ろう

み こと

も も か

ゆ づき

保育所桃組（2歳児）
・北　夏音さん
・河村摩波さん

・大谷結杏菜さん
なつ ね

ま は

ゆ あ な
小中学校１年生
・田川侑愛さん
・森田朔久さん
・山﨑ヘーゼルさん

ゆ な

さ く

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
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〒639-3803

令和６年３月31日現在

転入　４人
出生　０人
転出　６人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

800人
365人
435人
513戸

先月比
3）
4）
1）
4）

（－
（－
（＋
（－

入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！
春風に桜の花びらが舞う中、保育所では４月５日に、
　　　　　　　　　　　小中学校では４月９日に入所・入学式が挙行されました。
　　夢と希望に胸を膨らませながら新入生は新たな学校生活のスタートです！



下
北
山
村
議
会

３
月
定
例
会
を
開
催

令
和
６
年
３
月

　
３
月
８
日
（
金
）
か
ら
３
月
14
日
（
木
）

ま
で
の
７
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
挟
み
、
村
議
会
３
月
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
事
日
程
と
し
て
村
長
の
行
政
報
告
、

令
和
６
年
度
施
政
方
針
及
び
、
議
員
３
名

の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
続
い
て
行
わ
れ

た
議
案
の
審
議
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正

や
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
が
３
件

の
他
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
及
び
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
が
２
件
、
条

例
の
一
部
改
正
が
９
件
、
指
定
管
理
者
の

指
定
が
６
件
、
規
約
の
変
更
が
１
件
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
、
特
別
会
計
補

正
予
算
が
７
件
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
く
簡
易
水
道
会
計
予
算
８
件
の
上
程
が

あ
り
、
令
和
６
年
度
予
算
議
案
に
つ
い
て

は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

そ
の
他
の
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
の
３
月
14
日
に
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
令
和
６
年
度
予
算
議
案
８

件
に
つ
い
て
は
、
和
田
晃
裕
予
算
審
査
特

別
委
員
会
委
員
長
よ
り
予
算
審
査
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
次
の
３
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
説
明
･･
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
村
長
自

ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど
に
限
っ
た

補
充
的
手
段
。

☆
下
北
山
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
戸
籍
事
務
内
容
の
変
更
に
伴
い
現
行
手

数
料
の
標
準
額
の
見
直
し
や
、
電
子
証
明

書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行
に
係
る
手
数

料
徴
収
事
務
及
び
金
額
を
新
た
に
定
め
ま

し
た
。

☆
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

　
２
，
５
３
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

２
８
８
，
４
７
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
国
庫
）

に
よ
る
第
２
弾
地
域
応
援
商
品
券
事
業

５
５
２
万
円
や
、
非
課
税
低
所
得
者
支
援

給
付
金
１
，
５
４
７
万
円
、
均
等
割
及

び
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
支
援
給
付
金

４
３
２
万
円
の
歳
出
で
す
。

☆
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　

６

０

６

万

円

を

追

加

し
、

総

額

２
８
９
，
０
８
５
万
円
と
し
ま
し
た
。
主

な
補
正
内
容
は
林
業
施
設
災
害
復
旧
費
で

林
道
備
後
川
線
の
災
害
復
旧
工
事
費
で

す
。

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

　
飲
用
水
供
給
施
設
（
上
池
原
）
簡
易
水

道
整
備
内
容
の
変
更
及
び
、
村
道
小
佐
田

カ
シ
モ
チ
線
整
備
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

★
下
北
山
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　
教
育
の
振
興
区
分
に
お
け
る
体
育
館
等

改
修
事
業
の
追
加
変
更
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

★
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
勤
勉
手
当
の
支
給
基
準
日
以
前
６
ヶ
月

以
内
の
期
間
中
に
勤
務
し
た
期
間
が
あ
る

育
児
休
業
中
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
、

勤
勉
手
当
の
支
給
対
象
と
す
る
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
よ
り
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
籍
調
査
結
果
に
基
づ
き
現
住
所
地
番

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

★
桑
原
公
民
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
地
籍
調
査
結
果
に
基
づ
き
現
住
所
地
番

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
場
所
を
上
桑

原
８
４
９
番
地
旧
保
育
所
内
に
変
更
す
る

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
村
保
育
所
の
運
営
規
定
の
概
要
、
職

員
の
勤
務
体
制
、
利
用
者
負
担
そ
の
他
重

要
事
項
の
掲
示
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
閲
覧

が
で
き
る
よ
う
基
準
を
定
め
る
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
奈
良
県
内
統
一
保
険
税
率
に
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
引
用
条
数

の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
し
、
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
の
必
要

な
措
置
と
し
て
、
出
動
報
酬
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

★
下
北
山
村
林
業
会
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
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引
き
続
き
、
吉
野
き
た
や
ま
森
林
組
合

（
大
字
浦
向
４
３
０
番
地
）
が
指
定
管
理

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
村
鮎
苗
採
捕
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
引
き
続
き
、
下
北
山
村
漁
業
協
同
組
合

（
大
字
上
池
原
１
０
２
６
番
地
）
が
指
定

管
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
他
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　
次
の
４
施
設
に
つ
い
て
引
き
続
き
一
般

社
団
法
人
下
北
山
む
ら
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
大
字
寺
垣
内
９
８
３
番
地
）
が
指
定
管

理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

☆
平
成
の
森
野
鳥
園
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

☆
池
郷
川
河
川
敷
公
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

☆
池
の
平
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

★
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
水
道
法
が
厚

生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
及
び
環
境
省

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
規
約
の
変
更

が
必
要
に
な
り
、
本
村
議
会
の
議
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

　
６
，
５
７
４
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、

総
額
２
９
５
，６
５
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、歳
出
に
お
い
て
総
務
費
、

財
政
調
整
基
金（
元
金
）４
，３
８
０
万
円
、

減
債
基
金
（
元
金
）
４
３
５
万
円
、
庁
舎

建
設
基
金
（
元
金
）
１
億
円
の
増
額
、
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
（
寄
附
金
）
５
百
万
円

の
減
額
、能
登
半
島
地
震
義
援
金
50
万
円
、

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
移
設
業
務
委
託
料

３
３
０
万
円
の
増
額
、
役
場
庁
舎
移
転
に

伴
う
非
常
用
発
電
機
設
置
工
事
５
６
５
万

円
の
減
額
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
７
２
万
円
の
増
額
、
村
長
及
び
議
会
議

員
選
挙
費
８
０
５
万
円
の
減
額
、
民
生

費
、
障
害
者
福
祉
費
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
他

２
１
０
万
円
の
減
額
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
繰
出
金
１
０
５
万
円
の
減

額
、
衛
生
費
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出

金
５
５
４
万
円
の
増
額
、
診
療
所
特
別
会

計
繰
出
金
（
歯
科
含
む
）
３
９
０
万
円
の

減
額
、
農
林
水
産
業
費
、
森
林
経
営
管
理

事
業
費
委
託
料
１
２
２
万
円
の
減
額
、
商

工
費
、
委
託
料
、
工
事
請
負
費
、
備
品
購

入
他
６
５
１
万
円
の
減
額
、
土
木
費
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金
３
１
１
万

円
の
増
額
、
道
路
橋
梁
費
工
事
請
負
費
他

９
８
５
万
円
の
減
額
、
災
害
復
旧
費
、
林

業
施
設
災
害
復
旧
工
事
請
負
費
95
万
円
の

増
額
、
そ
の
他
各
種
事
業
実
績
に
伴
う
不

用
額
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
２
，
０
５
３
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総

額
１
２
，
８
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
等
負

担
金
の
実
績
に
伴
う
減
額
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
５
９
７
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額

１
２
，
２
３
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
不
用
額
の
減
額
で
す
。

★
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
１
０
１
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額

９
，
２
８
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
不
用
額
の
減
額
と
予
備
費
の
充
当
に
よ

る
も
の
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
予
算
の
総
額
に
増
減
は
無
く
、
一
般
修

繕
料
と
原
材
料
費
の
予
算
の
振
替
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
４
１
０
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額

２
２
，
９
７
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
居
宅
介
護
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
の
減
額
で
す
。

★
令
和
５
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
77
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額
２
，

３
８
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
の
減
額
で
す
。

★
令
和
６
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
予
算

及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
３
月
11

日
か
ら
14
日
ま
で
４
日
間
審
査
が
行
わ

れ
、
最
終
日
14
日
午
後
開
催
さ
れ
た
本
会

議
で
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

書
に
お
け
る
意
見
を
付
し
て
全
て
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
23
億
６
，
３
０
０
万
円
。
６
つ
の
特

別
会
計
及
び
、
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
・

歳
出
予
算
の
総
額
は
８
億
２
，
１
３
２
万

円
。

全

会

計

の

合

計

額

は

31

億
８
，

４

３

２

万

円

で

前

年

比
１

億
１
，

９
４
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
９
件
の
報

告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

★
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

★
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

★
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

★
下
北
山
村
定
住
促
進
事
業
住
宅
家
賃
助

成
金
交
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
★
下
北
山
村
関
係
人
口
活
動
補
助
金
交
付

要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

★
下
北
山
村
電
子
署
名
規
程
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《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
晃
裕 

議
員

【
質
問
①
】
森
林
境
界
の
明
確
化
に
つ

い
て

　
令
和
元
年
度
下
北
山
村
森
林
所
有
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
山
林
境
界

の
把
握
に
関
し
て
は
「
わ
か
ら
な
い
」

の
回
答
が
４
４
．
９
％
、
森
林
課
題
対

策
取
組
案
と
し
て
所
有
山
林
境
界
探
索

調
査
が
６
３
．
３
％
の
回
答
と
今
後
の

課
題
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
施
業
の

集
約
化
や
路
網
の
整
備
を
実
施
す
る
上

で
、
支
障
が
発
生
す
る
と
い
う
指
摘
も

あ
り
ま
す
。

　
森
林
境
界
の
明
確
化
は
林
野
庁
が
進

め
て
い
る
「
林
業
・
木
材
産
業
循
環
成

長
対
策
交
付
金
」
で
対
応
し
て
お
り
、

対
策
例
と
し
て
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
現
地
立
ち
合
い

の
省
略
化
等
新
し
い
考
え
方
で
境
界
調

査
が
進
め
ら
れ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

　
森
林
境
界
調
査
で
整
備
す
る
成
果

を
、
後
続
の
地
籍
調
査
で
活
用
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
、
将
来
の
地
籍
調
査

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、上
北
山
村
に
お
い
て
も
役
場
、

協
力
隊
、
森
林
組
合
退
職
者
等
の
体
制

で
令
和
５
年
よ
り
調
査
が
開
始
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
森
林
境
界
の
明

確
化
が
森
林
経
営
管
理
法
の
遂
行
に
も

役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
森
林
境
界
の
明
確
化
は
、
和
田
議
員

の
質
問
の
林
野
庁
交
付
金
の
内
、
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
対
策
交
付
金
事
業

に
お
き
ま
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
、
寺
垣
内
・
滝
の
谷
村
有

林
周
辺
に
て
、
１
６
．
５
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
境
界
明
確
化
を
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
（
航
空
写
真
等
）
に
て
行
い
ま
し

た
。
ま
た
民
間
所
有
者
が
１
４
．
１
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
森
林
組
合
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
つ

い
て
は
、
松
葉
垣
内
地
区
に
お
い
て
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
境
界
明
確
化
を
現

在
実
施
中
で
、
今
後
、
管
理
協
定
等
の

締
結
に
よ
り
森
林
管
理
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
質
問
②
】
国
道
１
６
９
号
上
池
原
地

内
の
崩
土
に
関
す
る
奈
良
県
知
事
記
者

会
見
に
つ
い
て

　
知
事
は
２
月
20
日
記
者
会
見
の
中
で

現
場
視
察
に
つ
い
て
事
故
直
後
で
あ
れ

ば
現
場
を
見
る
意
味
も
あ
る
が
、
土
砂

も
取
り
除
か
れ
て
お
り
、
も
う
そ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
と
記
者
の
質
問
に

答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
緊
急
要
望
書

が
知
事
に
届
い
て
い
る
の
か
、
地
元
の

声
を
聴
か
れ
る
気
持
ち
が
な
い
の
か
と

不
安
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
の
補
正
予
算
５
千
万
円
で

下
北
山
村
、
上
北
山
村
、
川
上
村
３
村

へ
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、
開
通

後
、
宿
泊
者
に
対
し
て
１
泊
上
限
５
千

円
、
観
光
バ
ス
を
伴
う
も
の
は
８
千
円

を
上
限
に
旅
行
代
金
の
50
％
を
割
引
す

る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
支
援
は
宿

泊
だ
け
な
の
か
、
春
休
み
や
５
月
の
連

休
に
遠
回
り
し
て
来
て
頂
け
る
旅
行
者

に
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、

地
元
の
考
え
は
聞
い
て
も
ら
え
な
い
の

か
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
が
、
村
長
の
思

い
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
知
事
へ
の
陳
情
に
議
会

と
共
に
行
か
れ
る
気
持
ち
は
無
い
で

し
ょ
う
か
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
県
の
支
援
は
報
道
発
表
の
通
り
、
仮

橋
共
用
開
始
か
ら
３
か
月
程
度
を
想
定

に
観
光
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
宿
泊
者
向
け
の

補
助
、
支
援
を
実
施
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

期
間
が
繁
忙
期
と
重
な
る
予
測
か
ら
、

も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
支
援
開
始
を
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
が
宿
泊

者
に
対
し
て
の
割
引
補
助
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
通
行
止
め
で
影
響
を
受
け
て
い

る
他
の
業
種
へ
の
支
援
策
や
、
来
訪
者

へ
の
支
援
策
に
充
分
か
と
の
考
え
か

ら
、
さ
ら
に
追
加
の
支
援
策
も
受
け
た

く
当
課
と
し
て
も
、
関
係
部
署
に
強
く

働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
答
え
】
村
長

　
こ
れ
ま
で
の
要
望
や
報
告
か
ら
３
月

中
に
は
何
ら
か
の
制
限
付
き
で
通
行
止

め
の
解
除
を
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
土
砂

崩
れ
し
た
法
面
は
思
っ
た
以
上
に
危
険

で
、
現
時
点
で
は
制
限
付
き
で
も
現
道

の
通
行
止
め
解
除
は
難
し
い
と
の
こ
と

で
す
。
知
事
に
対
し
て
は
、
緊
急
要
望

と
し
て
早
期
の
通
行
止
め
解
除
と
事
業

者
支
援
等
を
要
望
し
、
そ
の
一
つ
と
し

て
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
全
面
通
行
止
め
が
長
引
き
ま
す
と
住

民
の
方
や
商
工
事
業
者
に
も
影
響
が
及

び
ま
す
。
通
行
止
め
が
長
引
く
よ
う
で

あ
れ
ば
、
県
の
更
な
る
支
援
と
、
村
と

し
て
の
上
乗
せ
支
援
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
民
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の
方
の
医
療
や
福
祉
に
つ
い
て
も
検
討

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
村
の
方
で
は

支
援
の
内
容
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
必

要
が
あ
れ
ば
要
望
に
も
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

質
問
者
…
平
井 
清 

議
員

【
質
問
】
国
道
１
６
９
号
上
池
原
地
内

に
お
け
る
全
面
通
行
止
め
が
も
た
ら
す

本
村
商
工
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
昨
年
12
月
土
砂
崩
れ
で
主
要
な
国
道

１
６
９
号
が
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て

２
ヶ
月
が
経
過
、
例
年
冬
場
は
本
村
へ

の
観
光
客
や
通
過
客
が
少
な
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
が
、
こ
の
２
ヶ
月
間
は
輪
を
か

け
て
閑
散
と
し
て
お
り
、
村
内
の
中
小

商
工
事
業
者
が
受
け
て
い
る
経
済
的
影

響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
か
つ
、
奈
良
県
が
公
開
し
た
復
旧
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
４
月
中
旬
（
５
月
連

休
）
ま
で
の
応
急
復
旧
の
完
了
を
目
指

す
こ
と
や
、
６
月
下
旬
に
仮
橋
の
共
用

開
始
と
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
観
光

業
で
は
６
月
に
至
る
こ
の
先
３
～
４
ヶ

月
先
ま
で
客
足
が
遠
の
き
、
予
約
が

入
っ
て
い
な
い
等
、
経
営
の
見
通
し
が

立
た
な
い
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
奈
良
県
は
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

る
支
援
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
中
小
零

細
な
商
工
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
今
、

そ
し
て
こ
の
先
数
か
月
の
営
み
が
死
活

問
題
で
す
。
具
体
的
に
い
つ
開
通
す
る

の
か
、
村
は
こ
の
困
難
な
現
況
に
ど
の

よ
う
に
対
処
し
、
ま
た
奈
良
県
に
何
か

地
域
の
経
済
支
援
に
つ
い
て
要
望
を

行
っ
て
頂
い
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
ど
の
く
ら
い
、
ど
う
い
う
業
種
に
お

い
て
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
ま
ず

は
実
態
把
握
に
努
め
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
に
て
各
事
業

所
の
聞
き
取
り
調
査
や
、
地
元
の
商
工

会
を
通
じ
て
会
員
へ
の
調
査
を
通
行
止

め
に
な
っ
た
際
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
対
し
て
は
引
き
続
き
早
期
開

通
は
も
と
よ
り
経
済
的
支
援
策
に
つ
い

て
も
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
策
に
つ
い
て
は
早
期
に
内
容
を

把
握
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
、
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
検
討
、
調
整
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

【
答
え
】
村
長

　
今
回
の
通
行
止
め
で
、
商
工
事
業
者

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
一
般
の
皆
さ
ん
も

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
長
期

化
す
る
と
村
と
し
ま
し
て
も
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
通
行
止
め
が
始
ま
っ
た
直
後
か
ら

事
業
者
さ
ん
を
は
じ
め
一
般
村
民
の
方

に
も
聴
き
取
り
を
行
な
い
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
実
態
把
握
を
す
る

こ
と
に
よ
り
厳
し
い
現
状
を
県
に
伝

え
、
さ
ら
な
る
経
済
支
援
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
村
独
自
の
具
体
的
な
支
援

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

質
問
者
…
北 

德
次 

議
員

【
質
問
】
携
帯
電
話
の
電
波
の
届
か
な

い
圏
外
地
域
の
早
期
解
消
に
つ
い
て

　
昨
今
の
携
帯
電
話
の
機
能
の
向
上
は

目
覚
し
く
地
域
の
振
興
や
、
住
民
生
活

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
物
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
一
部
の
携
帯
電
話
会
社
で

は
、
現
在
で
も
村
内
の
複
数
の
地
域
に

お
い
て
電
波
が
入
ら
な
い
圏
外
地
域
が

存
在
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
池
峰

か
ら
寺
垣
内
間
、
浦
向
・
道
須
付
近
、

佐
田
・
ウ
イ
ノ
山
付
近
、
小
井
地
区
の

一
部
、
小
口
か
ら
三
重
県
境
と
圏
外
地

域
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
今
一
度
交
渉
を
も
ち
、
圏
外

地
域
の
解
消
に
向
け
て
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
取
組
の
状
況
や
お

考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
総
務
課
長

　
昨
年
、近
畿
通
信
管
理
局
の
意
見
や
、

奈
良
県
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
に
も
問
い
合

わ
せ
し
ま
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
の
３

社
（
携
帯
電
話
会
社
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
、
ａ
ｕ
）
の
い
ず
れ
か
の
電
波

が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
基
地
局
の

新
し
い
設
置
は
難
し
い
と
い
う
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
質
問
が
あ
り
ま

し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
電
波
が
弱
く

な
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、 

キ
ャ
リ
ア

３
社
の
い
ず
れ
か
が
使
用
で
き
る
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新

た
な
基
地
局
の
設
置
は
か
な
り
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
電
波
の
届
き
に

く
い
箇
所
へ
の
電
波
改
善
装
置
と
い
う

も
の
が
無
償
で
貸
与
さ
れ
て
お
り
、
利

用
者
の
申
請
に
よ
っ
て
電
話
会
社
よ
り

貸
与
さ
れ
ま
す
が
、
村
も
連
携
し
て
今

後
、
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
電
波
の
あ
る
携
帯
電
話
会

社
へ
の
乗
り
換
え
も
、
今
は
費
用
負
担

が
多
く
な
く
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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さくら祭が５年ぶりに開催！

新型コロナウイルスの影響で中止が続いていたさくら祭が、
３月３１日に５年ぶりに開催されました。

約３,０００人の方が会場を訪れ、春の訪れを感じながら催
し物などを楽しまれていました。

38Aさん
による歌と演奏

DANCE TEAM Mʼs
さんによるダンス

ポンド＆クッキー
さんによる

フォークソング演奏

宵凪さん
による歌と演奏

桜鼓さん
による太鼓演奏

仲 奈央子さん
とゲスト３名による

エレクトーン弾き語り

もちまき

№803 R６（2024）.５ （　　　）〈広報　下北山〉 6



入　札　日

令和４年６月６日

令和４年７月12日

令和４年７月12日

令和４年７月19日

令和４年７月19日

令和５年９月７日

令和５年９月７日

令和５年９月15日

令和５年９月15日

令和５年９月27日

令和５年９月27日

令和５年９月27日

令和５年９月27日

令和５年11月９日

令和５年12月19日

令和５年12月21日

令和５年12月21日

令和５年12月21日

令和６年３月15日

場所

寺垣内

上池原

寺垣内

上池原

上池原

上池原

下池原

寺垣内

寺垣内

佐　田

寺垣内

上池原

上池原

上桑原

佐　田

下桑原

上桑原

前　鬼

寺垣内

工　　　事　　　名

下北山村役場庁舎移転整備工事

池原浄水場Ⅰ系統補修工事

コモ谷土砂処分場整備工事

教職員住宅新築（Ａ棟）工事

教職員住宅新築（Ｂ棟）工事

村道池郷線道路災害防除（１－２工区）工事

林道トボト谷線県単改良工事

集会施設（多目的ホール）整備工事

三村振興センター浄化槽改修工事

佐田公民館トイレ改修工事

平成の森ボート昇降所公衆トイレ改修工事

キャンプ場施設改修工事

教職員住宅敷地整備工事

橋戸橋補修工事

仮称村道小佐田カシモチ線道路新設（２期）工事

西の川河道整備工事

村道不動線擁壁復旧工事

村道前鬼釈迦線道路災害防除工事

村道寺垣内浦向線支線７号道路改良工事

落札者

㈱ 森 下 組

㈱田中建設

㈱光栄建設

㈱田中建設

㈱北山工業

㈱北山工業

㈱ 東 田 組

㈲大進工業

㈲大進工業

㈱田中建設

㈲ 大 崎 組

㈱北山工業

㈲ 大 崎 組

平和建設㈱

㈲ 大 崎 組

平和建設㈱

㈱光栄建設

㈲大進工業

㈱ 東 田 組

落札金額

529,984,400円

26,730,000円

3,960,000円

61,380,000円

61,490,000円

24,860,000円

9,992,400円

20,966,000円

6,886,000円

6,710,000円

5,214,000円

9,020,000円

34,375,000円

15,913,700円

18,920,000円

16,471,400円

4,587,000円

17,490,000円

18,975,000円

令和５年度　公共工事入札結果
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こんにちは。下北山つちのこパークです。 

下北山つちのこパークは今年の３月で、創立１周年を迎えることができました。それを

記念し、３月には村民の方向けの無料イベントを実施いたしました。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３月１６日（土）には、『トーナメントプロによるゴルフ教室』を開催しました。天候に

も恵まれ、ポカポカ陽気の中で、大人も子どもも楽しくゴルフを体験することができまし

た。プロ選手の飛距離には驚きました！！ 

３月２３日（土）は『自然素材でモビールづくり』を奈良女子大学特任教授の栗本先生と

一緒に豊富な素材を使って行いました。「この素材可愛い」「どうやったらバランス取れる

かな？」など、参加者同士で楽しくおしゃべりしながら、モビール作りを行うことができま

した。 

また、下北山村さくら祭りでは、たもとパン店さんとの共同開発で誕生した、つちのこパ

ンを数量限定で販売しました。味はもちろんのこと、見た目もキュートで可愛らしく大人気

となりました。 

 

 
あんこ 

          

こ
ん
に
ち
は
�
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

長
柄
（
な
が
ら
）
で
す
�
２
月
で
終
わ
�

た
ん
じ
�
な
か
�
た
の
か
�
�
と
�
い
ぶ

か
し
く
思
�
て
い
る
方
も
い
ら
�
し
�

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
�
い
た
ず
ら
に
思

わ
せ
ぶ
�
て
奇
数
月
に
ず
ら
し
て
�
２
�

で
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
�
ご
声
援
大
感

謝
�
５
月
か
ら
も
引
き
続
き
森
の
し
ご
と

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
�
も
ち
ろ

ん
�
本
業
の
森
づ
く
り
知
識
技
術
の
向
上

に
は
全
力
で
励
み
ま
す
�
さ
て
�
令
和
６

年
度
５
月
か
ら
の
森
の
し
ご
と
記
は
�
投

稿
紙
面
４
段
構
成
の
う
ち
最
下
段
を
新

２
年
生
の
金
原
博
之
さ
ん
（
以
下
�
金
原

伐
倒
斎
�
と
呼
び
ま
す
�）
に
お
任
せ
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
�
金
原
伐
倒
斎
は
�

昨
年
４
月
に
協
力
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た

が
�
下
北
山
村
へ
の
来
村
以
前
は
愛
媛
県

に
お
け
る
二
十
数
年
間
の
林
業
経
験
を

蓄
積
す
る
大
ベ
テ
ラ
ン
林
業
施
業
者
で

す
�
そ
ん
な
金
原
伐
倒
斎
に
�
私
が
協
力

隊
上
級
生
と
し
て
示
せ
る
林
業
知
識
や

技
術
は
�
ほ
ぼ
�
い
え
皆
無
で
あ
り
�
今

年
度
�
私
が
語
る
�
森
の
し
ご
と
�
に
下

剋
上
の
監
修
を
頂
き
�
よ
り
正
し
い
情
報

を
村
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
試
み
を

展
開
し
ま
す
�
決
し
て
昨
年
度
の
し
ご
と

記
が
う
さ
ん
く
さ
い
と
い
う
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
�
い
え
�
言
葉
で
盛
�
て
い

た
分
�
結
構
怪
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
� 

今
年
度
�
二
人
は
同
じ
話
題
で
打
合
わ

せ
せ
ず
に
原
稿
を
書
き
ま
す
�
時
に
は
�

私
と
伐
倒
斎
で
真
�
向
反
対
の
主
張
が

掲
載
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
�
そ
こ

は
私
の
新
鮮
未
熟
と
伐
倒
斎
の
熟
練
頑

固
が
ぶ
つ
か
る
所
で
す
�
笑
�
て
読
み
流

し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
�
な
お
�
私
も
こ
の

村
で
１
年
半
の
林
業
経
験
を
積
み
ま
し

た
�
も
う
素
人
と
は
言
わ
せ
ま
せ
ん
�
ガ

チ
で
原
稿
つ
く
り
ま
す
�
ま
け
な
い
ぞ
� 

�
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
� 

満
を
持
し
て
の
出
番
と
な
り
ま
し
た
�

林
業
の
主
役
と
い
う
べ
き
こ
の
機
材
の

解
説
を
初
年
度
一
年
間
あ
え
て
避
け
�
私

の
操
作
が
こ
な
れ
る
の
を
待
�
て
い
ま

し
た
��
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
�
は
�
細
幅
の
小

さ
い
カ
ン
ナ
の
金
物
を
数
珠
状
に
繋
ぎ
�

こ
れ
を
エ
ン
ジ
ン
の
力
で
回
転
さ
せ
て

            

木
を
切
断
す
る
道
具
で
す
�
初
心
者
だ
�

た
頃
の
私
に
と
�
て
は
ホ
ラ
ー
映
画
の

ジ
ェ
イ
ソ
ン
が
使
う
凶
暴
際
ま
り
な
い

凶
器
で
あ
り
�
こ
ん
な
危
な
�
か
し
い

機
材
を
自
分
で
扱
う
の
は
と
て
も
恐
ろ

し
い
こ
と
で
し
た
�
正
直
に
言
い
ま
す

と
�
ま
だ
ち
�
�
と
怖
い
で
す
� 

こ
の
装
置
の
特
徴
は
� 

① 

ち
�
ん
と
使
え
ば
木
が
伐
れ
る
�

② 

間
違
う
と
腕
や
足
も
切
れ
る
� 

③ 

体
の
近
く
で
使
う
の
が
コ
ツ
� 

で
す
�
③
は
�
重
た
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
ビ
ビ
�
て
体
の
遠
く
で
操
作
し
よ
う

と
す
る
と
�
脇
が
あ
い
て
�
し
�
か
り

保
持
で
き
ず
�
か
え
�
て
危
険
と
い
う

こ
と
で
す
�
さ
て
�
金
原
伐
倒
斎
の
見

解
は
い
か
に
？
？
期
待
し
ま
し
�
う
� 

 

 

闇夜も切り裂くチェーンソーの 
ソー（鋸）部分の拡大写真 

下北山村 
森のしごと記２ 

ー第１回ー 

協力隊 
Instagram 

協力隊ＨＰ 

協力隊長柄 

鋭い刃（切れる。しかない!!） 
↙ 

刃の回転方向 ⇒ 

お弁当ごちそうさまっ 

 

 

チェーンソーとは 
一、 山林作業になくてはならない道具と心得よ 
一、 エンジンやモーターから得られた駆動力を刃に伝えて 

切っていく道具である 
一、 刃の回転スピードと切削力、チェーンソーのトルク性能が大事である 

一、 刃はのこぎりとカンナのごとく常に鋭く研いでおくべし 

一、 チェーンソーエンジンは突き抜ける高回転型にチューニングすべし 

おしえてばっとうさい!! 
 

協力隊 金原博之 
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下北山つちのこパークは今年の３月で、創立１周年を迎えることができました。それを
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３月１６日（土）には、『トーナメントプロによるゴルフ教室』を開催しました。天候に

も恵まれ、ポカポカ陽気の中で、大人も子どもも楽しくゴルフを体験することができまし

た。プロ選手の飛距離には驚きました！！ 
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となりました。 

 

 
あんこ 

          

こ
ん
に
ち
は
�
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

長
柄
（
な
が
ら
）
で
す
�
２
月
で
終
わ
�

た
ん
じ
�
な
か
�
た
の
か
�
�
と
�
い
ぶ

か
し
く
思
�
て
い
る
方
も
い
ら
�
し
�

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
�
い
た
ず
ら
に
思

わ
せ
ぶ
�
て
奇
数
月
に
ず
ら
し
て
�
２
�

で
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
�
ご
声
援
大
感

謝
�
５
月
か
ら
も
引
き
続
き
森
の
し
ご
と

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
�
も
ち
ろ

ん
�
本
業
の
森
づ
く
り
知
識
技
術
の
向
上

に
は
全
力
で
励
み
ま
す
�
さ
て
�
令
和
６

年
度
５
月
か
ら
の
森
の
し
ご
と
記
は
�
投

稿
紙
面
４
段
構
成
の
う
ち
最
下
段
を
新

２
年
生
の
金
原
博
之
さ
ん
（
以
下
�
金
原

伐
倒
斎
�
と
呼
び
ま
す
�）
に
お
任
せ
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
�
金
原
伐
倒
斎
は
�

昨
年
４
月
に
協
力
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た

が
�
下
北
山
村
へ
の
来
村
以
前
は
愛
媛
県

に
お
け
る
二
十
数
年
間
の
林
業
経
験
を

蓄
積
す
る
大
ベ
テ
ラ
ン
林
業
施
業
者
で

す
�
そ
ん
な
金
原
伐
倒
斎
に
�
私
が
協
力

隊
上
級
生
と
し
て
示
せ
る
林
業
知
識
や

技
術
は
�
ほ
ぼ
�
い
え
皆
無
で
あ
り
�
今

年
度
�
私
が
語
る
�
森
の
し
ご
と
�
に
下

剋
上
の
監
修
を
頂
き
�
よ
り
正
し
い
情
報

を
村
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
試
み
を

展
開
し
ま
す
�
決
し
て
昨
年
度
の
し
ご
と

記
が
う
さ
ん
く
さ
い
と
い
う
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
�
い
え
�
言
葉
で
盛
�
て
い

た
分
�
結
構
怪
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
� 

今
年
度
�
二
人
は
同
じ
話
題
で
打
合
わ

せ
せ
ず
に
原
稿
を
書
き
ま
す
�
時
に
は
�

私
と
伐
倒
斎
で
真
�
向
反
対
の
主
張
が

掲
載
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
�
そ
こ

は
私
の
新
鮮
未
熟
と
伐
倒
斎
の
熟
練
頑

固
が
ぶ
つ
か
る
所
で
す
�
笑
�
て
読
み
流

し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
�
な
お
�
私
も
こ
の

村
で
１
年
半
の
林
業
経
験
を
積
み
ま
し

た
�
も
う
素
人
と
は
言
わ
せ
ま
せ
ん
�
ガ

チ
で
原
稿
つ
く
り
ま
す
�
ま
け
な
い
ぞ
� 

�
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
� 

満
を
持
し
て
の
出
番
と
な
り
ま
し
た
�

林
業
の
主
役
と
い
う
べ
き
こ
の
機
材
の

解
説
を
初
年
度
一
年
間
あ
え
て
避
け
�
私

の
操
作
が
こ
な
れ
る
の
を
待
�
て
い
ま

し
た
��
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
�
は
�
細
幅
の
小

さ
い
カ
ン
ナ
の
金
物
を
数
珠
状
に
繋
ぎ
�

こ
れ
を
エ
ン
ジ
ン
の
力
で
回
転
さ
せ
て

            

木
を
切
断
す
る
道
具
で
す
�
初
心
者
だ
�

た
頃
の
私
に
と
�
て
は
ホ
ラ
ー
映
画
の

ジ
ェ
イ
ソ
ン
が
使
う
凶
暴
際
ま
り
な
い

凶
器
で
あ
り
�
こ
ん
な
危
な
�
か
し
い

機
材
を
自
分
で
扱
う
の
は
と
て
も
恐
ろ

し
い
こ
と
で
し
た
�
正
直
に
言
い
ま
す

と
�
ま
だ
ち
�
�
と
怖
い
で
す
� 

こ
の
装
置
の
特
徴
は
� 

① 

ち
�
ん
と
使
え
ば
木
が
伐
れ
る
�

② 

間
違
う
と
腕
や
足
も
切
れ
る
� 

③ 

体
の
近
く
で
使
う
の
が
コ
ツ
� 

で
す
�
③
は
�
重
た
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
ビ
ビ
�
て
体
の
遠
く
で
操
作
し
よ
う

と
す
る
と
�
脇
が
あ
い
て
�
し
�
か
り

保
持
で
き
ず
�
か
え
�
て
危
険
と
い
う

こ
と
で
す
�
さ
て
�
金
原
伐
倒
斎
の
見

解
は
い
か
に
？
？
期
待
し
ま
し
�
う
� 

 

 

闇夜も切り裂くチェーンソーの 
ソー（鋸）部分の拡大写真 

下北山村 
森のしごと記２ 

ー第１回ー 

協力隊 
Instagram 

協力隊ＨＰ 

協力隊長柄 

鋭い刃（切れる。しかない!!） 
↙ 

刃の回転方向 ⇒ 

お弁当ごちそうさまっ 

 

 

チェーンソーとは 
一、 山林作業になくてはならない道具と心得よ 
一、 エンジンやモーターから得られた駆動力を刃に伝えて 

切っていく道具である 
一、 刃の回転スピードと切削力、チェーンソーのトルク性能が大事である 

一、 刃はのこぎりとカンナのごとく常に鋭く研いでおくべし 

一、 チェーンソーエンジンは突き抜ける高回転型にチューニングすべし 

おしえてばっとうさい!! 
 

協力隊 金原博之 
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50歳未満の方の移住・定住促進を目的に、村営住宅または民間賃貸住宅等で賃借している方に対し家賃の一部
を助成します。本助成金の申請をお考えの方は、地域振興課までお問い合わせください。

★補助金の交付条件
①本村に住所を有する５０歳未満の方（賃貸借契約者本人）
②村営住宅または民間の賃貸住宅等に入居している方（親族が管理している物件、会社の社宅・寮は対象外）
③世帯全員が下北山村に納付、納入すべき税金および使用料等を滞納していない方
④生活保護法による保護を受けていない世帯に属する方
▼次の方が世帯に属する場合は助成金の対象になりませんのでご了承ください。
①国家公務員法に規定する職および地方公務員法に規定する職に属し、住宅手当を受給している方
②下北山村一般職の職員の給与に関する条例に規定される住宅手当に準じた手当を受給している世帯

助成金額 （家賃の月額－10,000円）÷2=助成金額　　※限度額50,000円　

支給時期 申請のあった日の属する月からその月の属する年度末（3/31）まで、４半期毎に支
給します。継続して助成を希望される方は、毎年度申請が必要になります。

－　お問い合わせ　－
地域振興課　 07468-6-0001

助成金交付申請書に記入の上、身分証明書、賃貸借契約書、
家賃支払いの証拠書類等を添付してご提出いただきます。申請
をされる方は、地域振興課までお越しください。

村のホームページからも
補助金情報をご覧いただけ
ます。

助成金の申請方法

村が有する地域資源を活用して、村の課題解決に資する事業を新たに起業する方を対象に起業のための事業費
を助成します。事業分野は、子育て支援や地域産品を活用する飲食店、買い物弱者支援など村の課題に応じた
幅広いものが想定されます。村の起業支援補助金審査委員会で計画を審査し、補助金交付の可否、補助金額等
を決定し起業に必要な経費の一部を助成します。

★対象者
【新たに起業する場合（次のア～エすべてを満たすことが必要）】
　ア　下北山村内に事業所を設置し、通年で営業する意思を持つ者。
　イ　交付決定日以降、補助事業期間完了日までに個人開業届又は法人の設立を行うこと。
　ウ　申請者または事業に従事する者が村内に居住していること、または居住する予定であること。
　エ　村に５年以上定住する意思のあるもの。
【すでに起業している者が新規事業を行う場合（次のア、イすべてを満たすことが必要）】
　ア　下北山村内で新規事業を行うこと。
　イ　過去に本補助金の助成を受けていないこと。

★対象経費
  施設改修費、備品購入費、研修受講費、設備費、広告宣伝費等
  ※対象外経費：人件費、飲食費、商品の試作又は実験販売等に関する経費、店舗兼住宅の場合は居住空間の改修費

★補助金額
【総事業費２４０万円未満の場合】
 補助率：４／５以内　（審査員の評価点数により補助率を決定）
 補助上限額：１２０万円
【総事業費２４０万円以上の場合】
 補助率：１／２以内　（審査員の評価点数により補助率を決定）
 補助上限率：２００万円　（補助対象経費上限４００万円）

　起業支援補助金のご案内

　住宅家賃助成金のご案内
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50歳未満の方の移住・定住促進を目的に、村営住宅または民間賃貸住宅等で賃借している方に対し家賃の一部
を助成します。本助成金の申請をお考えの方は、地域振興課までお問い合わせください。

★補助金の交付条件
①本村に住所を有する５０歳未満の方（賃貸借契約者本人）
②村営住宅または民間の賃貸住宅等に入居している方（親族が管理している物件、会社の社宅・寮は対象外）
③世帯全員が下北山村に納付、納入すべき税金および使用料等を滞納していない方
④生活保護法による保護を受けていない世帯に属する方
▼次の方が世帯に属する場合は助成金の対象になりませんのでご了承ください。
①国家公務員法に規定する職および地方公務員法に規定する職に属し、住宅手当を受給している方
②下北山村一般職の職員の給与に関する条例に規定される住宅手当に準じた手当を受給している世帯

助成金額 （家賃の月額－10,000円）÷2=助成金額　　※限度額50,000円　

支給時期 申請のあった日の属する月からその月の属する年度末（3/31）まで、４半期毎に支
給します。継続して助成を希望される方は、毎年度申請が必要になります。

－　お問い合わせ　－
地域振興課　 07468-6-0001

助成金交付申請書に記入の上、身分証明書、賃貸借契約書、
家賃支払いの証拠書類等を添付してご提出いただきます。申請
をされる方は、地域振興課までお越しください。

村のホームページからも
補助金情報をご覧いただけ
ます。

助成金の申請方法

村が有する地域資源を活用して、村の課題解決に資する事業を新たに起業する方を対象に起業のための事業費
を助成します。事業分野は、子育て支援や地域産品を活用する飲食店、買い物弱者支援など村の課題に応じた
幅広いものが想定されます。村の起業支援補助金審査委員会で計画を審査し、補助金交付の可否、補助金額等
を決定し起業に必要な経費の一部を助成します。

★対象者
【新たに起業する場合（次のア～エすべてを満たすことが必要）】
　ア　下北山村内に事業所を設置し、通年で営業する意思を持つ者。
　イ　交付決定日以降、補助事業期間完了日までに個人開業届又は法人の設立を行うこと。
　ウ　申請者または事業に従事する者が村内に居住していること、または居住する予定であること。
　エ　村に５年以上定住する意思のあるもの。
【すでに起業している者が新規事業を行う場合（次のア、イすべてを満たすことが必要）】
　ア　下北山村内で新規事業を行うこと。
　イ　過去に本補助金の助成を受けていないこと。

★対象経費
  施設改修費、備品購入費、研修受講費、設備費、広告宣伝費等
  ※対象外経費：人件費、飲食費、商品の試作又は実験販売等に関する経費、店舗兼住宅の場合は居住空間の改修費

★補助金額
【総事業費２４０万円未満の場合】
 補助率：４／５以内　（審査員の評価点数により補助率を決定）
 補助上限額：１２０万円
【総事業費２４０万円以上の場合】
 補助率：１／２以内　（審査員の評価点数により補助率を決定）
 補助上限率：２００万円　（補助対象経費上限４００万円）

　起業支援補助金のご案内

　住宅家賃助成金のご案内
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〈
着
任
・
校
長
〉

　髙
井

　成
泰

　（
上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
よ
り
）

〈
前
期
課
程
・
教
諭
〉

　細
川

　貴
裕

　（
新
規
採
用
）

〈
後
期
課
程
・
教
諭
〉

　富
澤

　和
矢

　（
新
規
採
用
）

〈
養
護
・
教
諭
〉

　森
本

　千
智

　（
新
規
採
用
）

〈
後
期
課
程
・
講
師
〉

　長
谷

　剛
志

　（
新
規
採
用
）

〈
栄
養
職
員
〉

　杉
本

　綾
子

　（
新
規
採
用
）

〈
離
任
〉

　中
川

　雅
之

　黒

　勇
介

　前
木

　千
怜

　吉
岡

　佳
音

　秋
田

　光
太
郎

〈
退
職
〉

　福
本

　能
久

　横
田

　美
帆

〈
新
規
採
用
〉

　堀

　貴
智

　（
保
健
福
祉
課
・
主
事
補
）

　竹
本

　沙
耶

　（
地
域
振
興
課
・
主
事
補
）

【
小
中
学
校
】

【
役

　場
】

人
事
異
動

　和
田

　珠
希

　（
教
育
委
員
会
・
主
事
補
）

　坪
井

　奈
津
子

　（
住
民
課
・
保
育
士
）

　田
川

　菜
月

　（
住
民
課
・
保
育
士
）

〈
異
動
〉

　和
田

　英
樹

［
下
北
山
む
ら
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
派
遣
］

（
地
域
振
興
課
よ
り
）

　山
川

　侑
亮

［
総
務
課
・
主
事
補
］

（
保
健
福
祉
課
よ
り
）

　令
和
６
年
４
月
よ
り
、
新
し
い
歯
科

医
師
に
よ
る
診
察
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

【
俵
本

　眞
光

　歯
科
医
師
】

【
冨
田

　慶
二
郎

　歯
科
医
師
】

【
歯
科
医
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

　村
民
の
皆
さ
ま
の
健
口
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら
努
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
診
察
日
】毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

【
予
約
先
】
診
療
所
☎
6

－

0
１
３
０

〈
昇
格
〉

　北

　直
紀

［
農
林
建
設
課
・
係
長
］

　森
田

　千
佳

［
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
・
係
長
］

　峯

　正
和

［
住
民
課
・
主
査
］

　下

　祐
子

［
保
健
福
祉
課
・
主
査
］

　寒
作

　功
一

［
一
部
事
務
組
合
・
主
査
］

　田
結
荘

　文

［
診
療
所
・
医
療
２
級
］

　阪
本

　匠

［
診
療
所
・
主
事
］

　尾
中

　優

［
総
務
課
・
主
事
］

　山
本

　晃
次
朗

［
教
育
委
員
会
・
主
事
］

　吉
田

　伊
織

［
保
健
福
祉
課
・
主
事
］

〈
昇
任
〉

　平
尾

　孝
二

［
教
育
委
員
会
・
次
長
］

　家
郷

　亮
介

［
地
域
振
興
課
・
課
長
］

　今
村

　智
香

［
総
務
課
・
主
事
］

　中
西

　麻
依

［
出
納
室
・
主
事
］

〈
退
職
〉

　田
川

　伸

　伊
庭

　な
お
子

歯
科
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
の
ま
ぶ

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
た
た

か
い
日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
歌
を
歌
う
こ
と
は
お
口
の
健
康
、
認

知
症
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
等
、
た
く

さ
ん
良
い
効
果
が
あ
る
ん
で
す
！
聞
く

だ
け
の
参
加
で
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
日
時
】
６
月
11
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
歌

　
　
　
　
詞
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
禁
煙
外
来
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

　
禁
煙
（
卒
煙
）
希
望
者
に
対
し
て
禁

煙
外
来
に
か
か
る
治
療
費
の
助
成
を
し

て
い
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
内

容
を
確
認
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
村
内
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
の
喫
煙
者

【
助
成
内
容
】
下
北
山
村
国
保
診
療
所

に
て
禁
煙
外
来
を
受
診
し
、
禁
煙
外

来
の
保
険
治
療
適
用
条
件
を
満
た
し

た
者
。

【
助
成
金
額
】

　
上
限
１
万
円
（
1
回
限
り
）

※
１
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
額
と
し

ま
す
（
償
還
払
い
）

【
申
請
方
法
】
保
健
師
と
の
面
談
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
6
―
0
0
1
5

も
と

ま
さ

よ
み

た

け
い

じ

ろ
う

け
ん
こ
う

ひ
ょ
う

み
つ
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着
任
・
校
長
〉

　髙
井

　成
泰

　（
上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
よ
り
）

〈
前
期
課
程
・
教
諭
〉

　細
川

　貴
裕

　（
新
規
採
用
）

〈
後
期
課
程
・
教
諭
〉

　富
澤

　和
矢

　（
新
規
採
用
）

〈
養
護
・
教
諭
〉

　森
本

　千
智

　（
新
規
採
用
）

〈
後
期
課
程
・
講
師
〉

　長
谷

　剛
志

　（
新
規
採
用
）

〈
栄
養
職
員
〉

　杉
本

　綾
子

　（
新
規
採
用
）

〈
離
任
〉

　中
川

　雅
之

　黒

　勇
介

　前
木

　千
怜

　吉
岡

　佳
音

　秋
田

　光
太
郎

〈
退
職
〉

　福
本

　能
久

　横
田

　美
帆

〈
新
規
採
用
〉

　堀

　貴
智

　（
保
健
福
祉
課
・
主
事
補
）

　竹
本

　沙
耶

　（
地
域
振
興
課
・
主
事
補
）

【
小
中
学
校
】

【
役

　場
】

人
事
異
動

　和
田

　珠
希

　（
教
育
委
員
会
・
主
事
補
）

　坪
井

　奈
津
子

　（
住
民
課
・
保
育
士
）

　田
川

　菜
月

　（
住
民
課
・
保
育
士
）

〈
異
動
〉

　和
田

　英
樹

［
下
北
山
む
ら
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
派
遣
］

（
地
域
振
興
課
よ
り
）

　山
川

　侑
亮

［
総
務
課
・
主
事
補
］

（
保
健
福
祉
課
よ
り
）

　令
和
６
年
４
月
よ
り
、
新
し
い
歯
科

医
師
に
よ
る
診
察
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

【
俵
本

　眞
光

　歯
科
医
師
】

【
冨
田

　慶
二
郎

　歯
科
医
師
】

【
歯
科
医
師
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

　村
民
の
皆
さ
ま
の
健
口
に
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
微
力
な
が
ら
努
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
診
察
日
】毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

【
予
約
先
】
診
療
所
☎
6

－

0
１
３
０

〈
昇
格
〉

　北

　直
紀

［
農
林
建
設
課
・
係
長
］

　森
田

　千
佳

［
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
・
係
長
］

　峯

　正
和

［
住
民
課
・
主
査
］

　下

　祐
子

［
保
健
福
祉
課
・
主
査
］

　寒
作

　功
一

［
一
部
事
務
組
合
・
主
査
］

　田
結
荘

　文

［
診
療
所
・
医
療
２
級
］

　阪
本

　匠

［
診
療
所
・
主
事
］

　尾
中

　優

［
総
務
課
・
主
事
］

　山
本

　晃
次
朗

［
教
育
委
員
会
・
主
事
］

　吉
田

　伊
織

［
保
健
福
祉
課
・
主
事
］

〈
昇
任
〉

　平
尾

　孝
二

［
教
育
委
員
会
・
次
長
］

　家
郷

　亮
介

［
地
域
振
興
課
・
課
長
］

　今
村

　智
香

［
総
務
課
・
主
事
］

　中
西

　麻
依

［
出
納
室
・
主
事
］

〈
退
職
〉

　田
川

　伸

　伊
庭

　な
お
子

歯
科
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
の
ま
ぶ

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
た
た

か
い
日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
歌
を
歌
う
こ
と
は
お
口
の
健
康
、
認

知
症
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
等
、
た
く

さ
ん
良
い
効
果
が
あ
る
ん
で
す
！
聞
く

だ
け
の
参
加
で
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
日
時
】
６
月
11
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
歌

　
　
　
　
詞
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
午
前
10
時
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
禁
煙
外
来
の
助
成
を
し
て
い
ま
す

　
禁
煙
（
卒
煙
）
希
望
者
に
対
し
て
禁

煙
外
来
に
か
か
る
治
療
費
の
助
成
を
し

て
い
ま
す
。

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
内

容
を
確
認
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
村
内
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
の
喫
煙
者

【
助
成
内
容
】
下
北
山
村
国
保
診
療
所

に
て
禁
煙
外
来
を
受
診
し
、
禁
煙
外

来
の
保
険
治
療
適
用
条
件
を
満
た
し

た
者
。

【
助
成
金
額
】

　
上
限
１
万
円
（
1
回
限
り
）

※
１
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
額
と
し

ま
す
（
償
還
払
い
）

【
申
請
方
法
】
保
健
師
と
の
面
談
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
6
―
0
0
1
5

も
と

ま
さ

よ
み

た

け
い

じ

ろ
う

け
ん
こ
う

ひ
ょ
う

み
つ
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国民健康保険加入者の皆さまへ 

《令和６年度から国民健康保険税率が変わります》 

 

国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者が国民健康

保険税を納め、お互いを助け合う社会保障制度です。我が国の医療保険を支える制度であり、将来

にわたり安定的に運営していく必要があります。 

しかし、国民健康保険は「被保険者の年齢構成が高く医療費水準が高い」「低所得者の被保険者

が多く所得水準が低い」という構造的な課題を抱えています。このような課題に対応するために法

律が改正され、平成 30年度から都道府県が市町村とともに国保の運営を担い、財政運営の責任主

体となって国民健康保険制度の安定化を図っております。 

奈良県においては、同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも同じ保険税になるよう

今まで段階的に保険税率等を改正してまいりました。 

この度、今まで段階的に上げてきた保険税率が奈良県内で統一の保険税率となり、加入者の皆様

には、これまで以上の負担をお願いすることとなりますが、国民健康保険財政を取り巻く厳しい状

況をご理解の上、税率の改正にご協力を頂きますよう、よろしくお願いいたします。 

 
【改定前後の税率の比較】                    
 
 

基礎課税分（医療給付分） 
（国保に加入するすべての方） 

後期高齢者支援金分 
（国保に加入するすべての方） 

介護納付金分 
（国保に加入する 40歳～ 

65歳未満の方） 

改定前 
(R5) 

改定後 
(R6) 

上り幅 
改定前 
(R5) 

改定後 
(R6) 

上り幅 
改定前 
(R5) 

改定後 
(R6) 

上り幅 

所得割（％） 6.7 7.64 0.94 2.89 3.27 0.38 2.79 3.03 0.24 
資産割（％） 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 
均等割（円） 22,600 27,600 5,000 10,200 11,500 1,300 17,000 16,900 100 
平等割（円） 19,300 20,000 700 7,600 8,400 800 0 0 0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ジェネリック医薬品を活用しましょう！ 

下北山村 
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ジェネリック医薬品を活用しましょう！ 

下北山村 

 

　桜
の
季
節
も
過
ぎ
、
心
地
よ
い
初
夏

の
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
茶
摘
み
や
農

作
業
で
屋
外
の
作
業
も
多
く
な
っ
て
く

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
熱
中
症

に
つ
い
て

①
熱
中
症
と
は

②
熱
中
症
の
症
状

③
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き

④
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

の
４
本
立
て
で
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

①
熱
中
症
と
は

　熱
中
症
と
は
、
体
温
が
上
昇
し
す
ぎ

た
際
に
体
内
の
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が

働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
臓
器
が
障

害
さ
れ
て
し
ま
う
病
気
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
熱
中
症
と
診
断
さ
れ
る
人
は
全

国
で
毎
年
７
万
人
に
も
上
り
、
年
間
１

０
０
名
ほ
ど
は
熱
中
症
の
た
め
命
を
失

い
、
特
に
65
歳
以
上
の
方
が
最
も
多
い

で
す
。

　熱
中
症
は
屋
外
で
作
業
す
る
人
が
な

る
も
の
と
勘
違
い
さ
れ
や
す
い
で
す
が
、

実
は
熱
中
症
が
最
も
多
く
発
生
し
て
い

る
の
は
屋
内
、
そ
れ
も
住
居
で
す
。
こ

れ
は
、
ご
高
齢
の
方
々
は
あ
ま
り
ク
ー

ラ
ー
を
使
わ
な
か
っ
た
り
、
暑
さ
を
感

じ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、
熱
中
症
は
真
夏
の
盛
り
の
８

月
に
多
い
の
で
す
が
、
実
は
５
月
に
も

既
に
生
じ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
５

月
は
ま
だ
暑
さ
に
体
が
慣
れ
て
い
な
い

（
暑
熱
順
化
が
で
き
て
い
な
い
）
た
め
、

汗
を
か
き
に
く
く
熱
を
放
出
し
に
く

か
っ
た
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
多
い
ベ
ト

ベ
ト
と
し
た
汗
に
な
る
た
め
、
ミ
ネ
ラ

ル
分
の
異
常
を
起
こ
し
や
す
い
で
す
。

②
熱
中
症
の
症
状

　軽
症
で
は
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
り
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、

手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、

筋
肉
痛
、血
圧
低
下
、
顔
が
青
白
く
な
っ

た
り
と
い
っ
た
症
状
が
出
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
と
き
は
ま
だ
体
温
は
上
が
っ
て
お

ら
ず
微
熱
程
度
で
済
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
と
き
も
あ
り
、
高
熱
イ
コ
ー
ル
熱
中

症
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　Ⅱ
度
の
中
等
症
は
発
熱
、
強
い
倦
怠

感
、頭
痛
、吐
き
気
、め
ま
い
、大
量
の
汗
、

動
悸
、
下
痢
な
ど
を
来
し
ま
す
。

　Ⅲ
度
の
重
症
は
40
度
前
後
の
高
熱
で

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
と

き
、肝
臓
や
腎
臓
、脳
に
深
刻
な
ダ
メ
ー

ジ
を
負
う
こ
と
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合

多
臓
器
不
全
と
な
っ
て
命
を
失
い
ま
す
。

Ⅲ
度
ま
で
い
く
と
逆
に
汗
は
か
い
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
汗
イ
コ
ー
ル

熱
中
症
で
も
な
い
こ
と
も
注
意
が
必
要

で
す
。

③
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き

　熱
く
て
ジ
メ
ジ
メ
し
た
と
こ
ろ
で
先

ほ
ど
の
様
な
症
状
を
少
し
で
も
疑
っ
た

場
合
は
す
ぐ
応
急
処
置
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
涼
し
い
環
境
に

移
動
し
、
な
る
べ
く
服
を
薄
着
に
し
て

う
ち
わ
や
扇
風
機
で
扇
い
だ
り
、
氷
の

う
で
首
や
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根

を
冷
や
し
、
体
温
を
下
げ
ま
す
。
更
に

ひ
と
つ
ま
み
の
塩
を
入
れ
た
水
を
飲
ま

せ
ま
す
（
近
く
に
塩
が
な
い
場
合
は
水

分
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
）。
無
理
せ

ず
診
療
所
な
ど
の
医
療
機
関
を
受
診
し

て
、
点
滴
治
療
を
受
け
る
こ
と
も
検
討

く
だ
さ
い
。

④
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　熱
中
症
を
起
こ
す
原
因
に
は「
環
境
」

と
「
か
ら
だ
」
と
「
行
動
」
に
よ
る
も

の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
環
境
」
は
高
温
、
多
湿
な
環
境
で
、

風
が
弱
い
と
熱
中
症
は
生
じ
や
す
い
で

す
。「
か
ら
だ
」
は
赤
ち
ゃ
ん
や
ご
高

齢
の
方
、糖
尿
病
な
ど
の
持
病
、飲
酒
後
、

体
調
が
悪
く
て
脱
水
、
低
栄
養
気
味

だ
っ
た
り
す
る
と
熱
中
症
に
か
か
り
や

す
く
な
る
の
で
注
意
で
す
。

　「
行
動
」
と
し
て
は
、
激
し
い
肉
体

労
働
や
慣
れ
な
い
運
動
、
長
時
間
、
水

分
補
給
が
で
き
な
い
環
境
で
の
作
業
な

ど
で
熱
中
症
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　涼
し
い
服
装
を
着
て
、
日
傘
や
帽
子

な
ど
で
の
日
陰
を
利
用
し
直
射
日
光
を

浴
び
な
い
よ
う
に
し
て
、
水
分
だ
け
で

な
く
塩
分
も
し
っ
か
り
補
給
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。暑
さ
に
慣
れ
る
こ
と（
暑

熱
順
化
）
も
重
要
で
す
。
暑
熱
順
化
を

行
う
事
に
よ
り
、
汗
で
失
う
塩
分
を
減

ら
し
、
熱
中
症
に
な
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
暑
い
と
こ
ろ
で
の
作
業
は
、
７
日

目
ま
で
は
30
分
お
き
に
水
分
・
塩
分
補

給
と
休
憩
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

暑
熱
順
化
は
４
日
間
高
温
環
境
か
ら
離

れ
る
と
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
、
お

盆
休
み
明
け
な
ど
も
休
み
前
と
同
じ

ペ
ー
ス
で
作
業
を
行
う
の
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
体
調
を
し
っ
か
り
整
え
て
元

気
に
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ね
！

下
北
山
村
診
療
所

　田
口

　浩
之

第
５
回 

熱
中
症
に
つ
い
て

〜
実
は
初
夏
か
ら
危
険
で
す
〜

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
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　総務省消防庁の「マイナンバーカードを活用した救急

業務の迅速化・円滑化に向けた実証事業」に奈良県広域

消防組合が選定され、令和６年５月中旬より順次、実証

事業を開始します。

　この実証事業は、救急現場で傷病者のマイナンバー

カードから医療情報を取得し、救急活動の迅速化・円滑

化を図ることを目的としていますが、傷病者ご本人等の

同意が得られた場合に実施しますのでご協力をお願いし

ます。

〈実証できる対象〉

◆救急隊が必要と判断し、以下の条件を満たした場

合のみ実施対象となります

１．健康保険証の利用登録したマイナンバーカード

を所持している場合

２．傷病者等の同意が得られる場合

（重篤な症状等のため、傷病者から同意を得ら

れない場合等の対応は、現在総務省消防庁にお

いて調整中です）

詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

URL：http://www.naraksk119.jp/

（「マイナンバーカード実証事業」記事のＱＲコード）⇒

※実証事業を行う具体的な期間等は、決定次第ホームページを更新

します。

○問い合わせ先

　奈良県広域消防組合

　消防本部警防部救急課「マイナンバー実証事業」担当

☎０７４４－２６－０１１６

が
つ

し
ょ
う

な
に

ら
い

や
き
ゅ
う
せ
ん

お
う
え
ん

こま
も

け
ん
り

そ
だ

こ

も
っ
と

ば
ん

だ
い

こ

き
こ

い
け
ん

た
い

こ
し
ゃこ

し
ゃ
か
い

そ
だ

さ
さ

か
い

た
か
ら

せ
つ

さ
べ
つ

だ
い
じ

き

じ

か
ん
が

い
ち

し
ゅ

か

【
日
時
・
場
所
】

•
６
月
20
日
（
木
） 
桑
原
公
民
館

•
８
月
20
日
（
火
） 

池
原
公
民
館

•
10
月
21
日
（
月
） 

寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

•
12
月
20
日
（
金
） 

桑
原
公
民
館

•
２
月
20
日
（
木
） 

池
原
公
民
館

※

相
談
時
間
は
10
時
〜
12
時
で
す
。

【
行
政
相
談
と
は
】

　
行
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
（
相
続
、
年
金
な
ど
）
を

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
、
課
題
解
決

や
実
現
を
促
進
す
る
制
度
で
す
。

　
現
在
、
今

安
男
氏
が
行
政
相
談
委

員
を
務
め
て
お
り
、
公
正
・
中
立
な
立

場
で
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
の
た
め
、
お
困
り
ご
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
行
政
相
談
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

下
北
山
村
役
場
　
総
務
課

行
政
相
談
係
　
☎
６―

０
０
０
１

令
和
６
年
度

行
政
相
談
の
日
程
に
つ
い
て

【マイナンバーカードの有効活用】

救急現場利用の実証事業を実施します

奈良県広域消防組合
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
！

　４
月
は
全
国
交
通
安
全
週
間
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
５
月
は
「
自
転
車
月
間
」

で
す
。

　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
は
じ
め
と

し
て
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
、
観

光
客
や
村
民
の
皆
様
が
自
転
車
を
利
用

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

一

　車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、
歩

道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

二

　交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
り
、
安
全
確
認

三

　夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

四

　飲
酒
運
転
は
禁
止

五

　ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　こ
れ
ら
を
守
り
、
村
内
村
外
に
関
わ

ら
ず
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
遭
わ

せ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
高
額
賠
償
事
例
】

〇
携
帯
電
話
を
操
作
し
な
が
ら
片
手
運

転
中
の
事
故
で
、
約
５
，
０
０
０
万

円　無
灯
火
の
上
、
携
帯
電
話
を
操
作
し

な
が
ら
片
手
運
転
中
、
歩
道
を
歩
い
て

駐在さん通信駐在さん通信

い
た
女
性
に
後
ろ
か
ら
衝
突
し
、
重
傷

を
負
わ
せ
た
。

〇
無
灯
火
で
運
転
中
に
歩
行
者
に
衝
突

し
た
事
故
で
約
３
，
０
０
０
万
円

　無
灯
火
で
自
転
車
を
運
転
中
、
電
柱

を
避
け
る
た
め
に
道
路
端
の
白
線
実
線

内
か
ら
車
道
に
出
て
き
た
女
性
に
衝
突

し
、
重
傷
を
負
わ
せ
た
。

毎
年
５
月
は
消
費
者
月
間

〈
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に
ご
用
心
〉

　豪
雨
、
台
風
、
地
震
、
大
雪
な
ど
の

災
害
時
に
は
、
こ
れ
に
便
乗
し
た
悪
質

商
法
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
豪
雨
等
の
被
害
を
調
査

す
る
と
告
げ
、
調
査
後
、
本
来
必
要
無

い
の
に
「
〇
〇
が
壊
れ
て
い
る
か
ら
工

事
が
必
要
」「
保
険
を
利
用
す
れ
ば
実

質
的
に
無
料
で
修
理
で
き
る
」
等
と
契

約
を
迫
り
、「
今
回
の
雨
で
壊
れ
た
こ

と
に
す
れ
ば
、
古
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も

保
険
で
修
理
で
き
る
」
等
と
嘘
の
理
由

で
保
険
金
を
請
求
さ
せ
た
り
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
か
の

よ
う
な
事
業
者
名
を
名
乗
る
こ
と
も
あ

る
の
で
注
意
願
い
ま
す
。

　ま
た
、
悪
質
商
法
は
、
災
害
発
生
地

域
だ
け
が
狙
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
困
っ
た
際
に
は
、
最
寄
り
の
駐
在

所
、
警
察
署
、
警
察
総
合
相
談
窓
口
（
♯

９
１
１
０
）、
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　私たちが日々、台所や洗濯、お風呂、トイレ等から流す生活排水は、川や湖沼、海の水質汚
染の原因の一つとなっています。単独浄化槽では処理されないトイレ以外の生活排水は、生活
排水全体の有機物汚染が、合併処理浄化槽に比べ非常に高く環境汚染に繋がります。
　合併処理浄化槽は、微生物の活躍により水をきれいにしています。様々な装置が組み合わさ
れており、機能を正常に保つためには各装置の適正な維持管理が必要です。

　
①保守点検…合併処理浄化槽の管理者（所有者）は、浄化槽の処理機能の確認、

機器の調整・整備などの定期的に行う必要があります。

　
②清　　掃…合併処理浄化槽には処理の過程で汚水から取り除いた固形物

（汚泥）が溜まるため、年に１回以上汚泥を引き出さなければ
なりません。汲み取りをされる場合は、し尿処理場にお電話く
ださい。（℡５－２２２７）

　
③法定検査…合併処理浄化槽の機能が発揮されているかを年１回、定期的に

検査しなければなりません。

　
　上記３つの維持管理を怠ると、周辺住民の方にご迷惑をかける恐れがありますので、早いう
ちから適正な管理をお願い申し上げます。

（問い合わせ：住民課　℡６－０００１）

単独浄化槽から合併処理浄化槽への転換について
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　総務省消防庁の「マイナンバーカードを活用した救急

業務の迅速化・円滑化に向けた実証事業」に奈良県広域

消防組合が選定され、令和６年５月中旬より順次、実証

事業を開始します。

　この実証事業は、救急現場で傷病者のマイナンバー

カードから医療情報を取得し、救急活動の迅速化・円滑

化を図ることを目的としていますが、傷病者ご本人等の

同意が得られた場合に実施しますのでご協力をお願いし

ます。

〈実証できる対象〉

◆救急隊が必要と判断し、以下の条件を満たした場

合のみ実施対象となります

１．健康保険証の利用登録したマイナンバーカード

を所持している場合

２．傷病者等の同意が得られる場合

（重篤な症状等のため、傷病者から同意を得ら

れない場合等の対応は、現在総務省消防庁にお

いて調整中です）

詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

URL：http://www.naraksk119.jp/

（「マイナンバーカード実証事業」記事のＱＲコード）⇒

※実証事業を行う具体的な期間等は、決定次第ホームページを更新

します。

○問い合わせ先

　奈良県広域消防組合

　消防本部警防部救急課「マイナンバー実証事業」担当
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【マイナンバーカードの有効活用】

救急現場利用の実証事業を実施します

奈良県広域消防組合
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
！
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月
は
全
国
交
通
安
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週
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が
行
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、
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は
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理
由

で
保
険
金
を
請
求
さ
せ
た
り
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
か
の

よ
う
な
事
業
者
名
を
名
乗
る
こ
と
も
あ

る
の
で
注
意
願
い
ま
す
。

　ま
た
、
悪
質
商
法
は
、
災
害
発
生
地

域
だ
け
が
狙
わ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
困
っ
た
際
に
は
、
最
寄
り
の
駐
在

所
、
警
察
署
、
警
察
総
合
相
談
窓
口
（
♯

９
１
１
０
）、
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　私たちが日々、台所や洗濯、お風呂、トイレ等から流す生活排水は、川や湖沼、海の水質汚
染の原因の一つとなっています。単独浄化槽では処理されないトイレ以外の生活排水は、生活
排水全体の有機物汚染が、合併処理浄化槽に比べ非常に高く環境汚染に繋がります。
　合併処理浄化槽は、微生物の活躍により水をきれいにしています。様々な装置が組み合わさ
れており、機能を正常に保つためには各装置の適正な維持管理が必要です。

　
①保守点検…合併処理浄化槽の管理者（所有者）は、浄化槽の処理機能の確認、

機器の調整・整備などの定期的に行う必要があります。

　
②清　　掃…合併処理浄化槽には処理の過程で汚水から取り除いた固形物

（汚泥）が溜まるため、年に１回以上汚泥を引き出さなければ
なりません。汲み取りをされる場合は、し尿処理場にお電話く
ださい。（℡５－２２２７）

　
③法定検査…合併処理浄化槽の機能が発揮されているかを年１回、定期的に

検査しなければなりません。

　
　上記３つの維持管理を怠ると、周辺住民の方にご迷惑をかける恐れがありますので、早いう
ちから適正な管理をお願い申し上げます。

（問い合わせ：住民課　℡６－０００１）

単独浄化槽から合併処理浄化槽への転換について
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保育所白組（1歳児）
・杉本和詩さん
・田川楓愛さん
・草野米太郎さん

・寒作実采さん
・小野桃百佳さん
・阪本結月さん

かず し

ふ あ

よね た ろう

み こと

も も か

ゆ づき

保育所桃組（2歳児）
・北　夏音さん
・河村摩波さん

・大谷結杏菜さん
なつ ね

ま は

ゆ あ な
小中学校１年生
・田川侑愛さん
・森田朔久さん
・山﨑ヘーゼルさん

ゆ な

さ く

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024） 月号　No.8035

池原地区の桜

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年３月31日現在

転入　４人
出生　０人
転出　６人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

800人
365人
435人
513戸

先月比
3）
4）
1）
4）

（－
（－
（＋
（－

入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！入学・入所おめでとう！
春風に桜の花びらが舞う中、保育所では４月５日に、
　　　　　　　　　　　小中学校では４月９日に入所・入学式が挙行されました。
　　夢と希望に胸を膨らませながら新入生は新たな学校生活のスタートです！
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